
広 報

◎ 醜号

何をしてる写真かな !?

これは十三保育所の子供たちが、津軽大凧を揚
げている様子を写したものです。

ぶるぶるふるえる寒さの中、「タコタコあがれ」
と何度も声をかけると、津軽大凧は空高<舞 つて

いきました。

NQ2 6 6号



広報ιチ4(2)

共

同

保

健

計

画

会

議

）
が

、

村

コ
　

　

千

づ

く

り

食

に
全

員

が
舌

鼓

を

打

健

康

づ

く

り

事

業

功

労

表

彰

が
行

二

人

の
提

案

に
よ

る
意

見

交

換

会

健康づ くり作品展で
表彰 される児童生徒

▼
国

民

健

康

保

険

優

良

家

庭

◇

三

年

間

　

佐

藤

清

八

郎

（
相

内

）

子

（
相

内

一

ほ

か

十

人

◇

一
年

間

▼
献

血

功

労

感

謝

状

贈

呈

者

◇

六

十

回

以

上

　

丁

子

谷

悟

（
相

（
脇

元

）
◇

四

十

回

以

上

　

成

田

義

正

一
相

内

一
◇

二

十

回

以

上

相

内

一
◇

二

十

回

以

上

　

安

保

静

ち

ょ

っ
と

オ

シ

ャ

レ

に

見

事

に
実

現

し

、

長

い
問

花

を

手

入

れ

し

た

地

道

な

努

力

は

町

の
環

境

を

明

る

く

し

、

地

域

の
活

性

化

な

で
生

き

が

い
う

く

り

に
関

す

る

私
の
三
つ
の
提
案

老
人
福
祉
村
の
建
設
で
す
。
以
上

家
族
の
ふ
れ
あ
い

は
心
身
の
休
養

こ

の

た

め

、

健

康

な

体

づ

く

り

に

心
身

の
休

養

だ

と

い

２

一
と

を

決

し

て
忘

れ

て

は

い
け

ま

せ

ん
”

鈴 木  弘



(3)広報ι 多ろ

自

己

紹

介

が
あ

り

「
ふ

る

さ

と

づ

く

り

は

人

づ

く

り

」

と

題

し

て

、

「
住

み

や

す

く

、

便

利

で

、

快

適

な

ま

ち

づ

く

り

の

た

め

に

は
①

農

業

、

商

業

、

観

光

等

の
既

存

産

業

の
活

性

化

②

Ｕ

タ

ー

ン

の
受

入

れ

者

の
三

者

の
育

成

③

地

域

に
夢

、

と
①

活

力

の
生

ま

れ

る

基

盤

墜

備

の
柱

が

あ

る
。

ま

た

、

人

づ

く

り

に

は
①

目

標

②

情

熱

③

判

断

④

行

動

が

必

要

。

地

域

づ

く

り

と

は

自

分

た

ち

の

ま

ち

づ

く

り

で

あ

り

、
成

果

を

あ

で
網

の
修

理

工

場

閉

鎖

を

余

儀

な

の
再

就

職

を

深

刻

な

事

態

と
受

け

止

め

、

企

業

誘

致

に
乗

り
出

し

ま

調印の後、握手をする高松村長 (右 )と
中野常務取締役 (左 )



任

期

満

了

に

伴

う

村

議

会

議

員

今

回

の
村

議

選

か

ら

定

数

が

二

人
削

減

さ

れ

た

こ
と

も

あ

り

、

現

職

十

二

人

と
前

職

一
人

、

新

人

三

有

権

者

の
関

心

は

高

く

、

投

票

率

は

、

九

七

・

一
〇

％

と

前

回

の

新

議

員

の
顔

ぶ
れ

は

現

職

十

一

人

、

前

職

一
人

、
新

入

二

人

と

な

り

、

信

頼

を

全

身

に
受

け

て

こ

れ

か

ら

の
活

躍

が

期

待

さ

れ

ま

す

。

な

お

、

次

号

に

お

い
て
新

議

員

国

圏

日

園

当

二

二

九

　

工
藤

　

武

則

　

無

現

当

二

一
九

　

木

村

清

左

衛

門

無

現

当

二

一
八

　

成

田
　

長

代

　

無

現

当

二

〇

三
　

島

津

　

典

明
　

無

現

当

一
九

四

　

一二
和

　

　

久

　

無

現

当

一
九

一
　

浜

田
　

春

士

　

無

現

当

一
六

八

　

笹

山

　

精

喜

　

無

現

当

一
五

三

　

一二
和

　

芳

次

　

無

現

当

一
五

〇

　

相

沢

　

　

治

　

無

新

当

一
四

六

　

中

畑

　

藤

雄

　

無

新

当

一
三

六

　

福

井

　

俊

美

　

無

現

当

一
二

六
　

奈

良

　

正

勝

　

無

現

当

一

一
五

　

伊

南

　

忠

雄

　

無

現

次

一
〇

八

　

一二
上

　

敬

司

　

無

現

七

一
　

村

元
　

清

蔵

　

無

新

五

六
　

佐

藤

　

一
一郎

　

無

現

朧
議軒
鷺
暉晰夢

（一　　　　　　　　）一時̈一

（一一”一〕〕〓一一）雌一一　一̈̈一一一一一̈］藤̈疇

▽
産
業
建
設
委
員
会

◎

島

津

典

明

、

〇

成

田

長

代

、

相

木

村

清

左

衛

門

、

三

和

久

▽
西

北

五

精

神

薄

弱

施

設

組

合

議

員

　

伊

南

忠

雄

▽
西

北

五

環

境

整

備

事

務

組

合

議

▽
津

軽

北

部

広

域

事

務

組

合

議

員

島

津

典

明

、

成

田
長

代

在

す

る

土

地

・
建

物

の
登

記

や
会

等

の
登

記

中

請

や
各

種

の
謄

本

・

を

備

え

付

け

て

お

り

ま

す

の

で

ご

金木出張所の案内図

「先生a言うこと目がわば

食ってま3ど一―」

ん
で
、
保
育
所
で
は
合
同
の
豆
ま

金木町大字金木字芦野345-12

電話53-2007番



(5)広 報ιチろ

脇元小の子供たちが“ふれ愛"

手づくり食にチャレンジ/

スポTツ振興に大きく貢献
市浦村体育協会表彰される

子供からお年寄りまで

新春の運動会を大フィーバー

「もや焼」って楽しいね〃



広報ι 夕弓H0
午

後

五

時

五

十

五

分

、

成

田

空

港

よ

リ

ノ

ー

ス
ウ

エ
ス
ト

航

空

〇

一

一
便

が

、

私

達

研

修

団

一
行

二

十

チ

ャ

ン
ギ

空

港

に
到

着

し

た

の

は

せ

、

世

界

一
の
高

さ

を

誇

る

ウ

ェ

テ
ル

（七
十
三
階
建
て
地
上
二
二
　
　
島
と
付
近
の
五
十
余
り
の
小
島
か

六
＝
）
に
到
着
し
た
の
は
午
前
二
　
　

らヽ
な
っ
て
い
る
。
面
積
は
日
本
の

時
三
十
分
頃
だ
っ
た
。
そ
の
時
の
　
　
淡
路
島
に
ほ
ぼ
近
い
約
六
二
〇
平

ま
た
、
時
差
も
日
本
よ
り

一
時
間
　
　
を
占
め
、
そ
の
他
は
マ
レ
ー
系
と

中

央

部

に
市

街

地

が
開

け

人

口

が

市

街

は

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
川

を

境

と

し

て

、

東

の
官

庁

街

と

西

の

ビ

ジ
ネ

ス
街

に
大

き

く

分

け

ら

れ

る
。

官

庁

街

の
中

心

は

エ

ン
プ

レ

ス
広

場

で
、

政

府

機

関

、

最

高

裁

判

所

、

市

庁

合

が

い
か

め

し

く

並

び

、

ラ

ッ
フ

ル
ズ

ホ

テ

ル

が

英

国

植

民

地

一
ド
ル
約
八
〇
円
）
、
道
路
に
た

の
罰
金
が
原
則
と
し
て
課
せ
ら
れ

ま
た
、
公
共
の
場
所
や
来
物
、

も
禁
煙
で
、
と
く
に
指
定
禁
煙
場

私
達
も
、
罰
金
を
課
せ
ら
れ
な

づ
く
り
状
況
を
視
察
し
た
。
ま
ず

最
初
の
視
察
は
、　
ン
ン
ガ
ポ
ー
ル

伝
説
上
の
動
物
で
頭
が
ラ
イ
オ
ン
、

こ
の
施
設
を
見
て
も
、
熱
帯
樹
が

昼
食
の
後
は
、
世
界
の
商
品
を

世
界
に
売
る
卸
売
業
を
し
て
い
る

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
上
田
氏

「海
外
で
日
本
の
物
を
日
本
の
規

方
に
問
題
が
あ
る
」
と
語
っ
て
く

マーライオン像 を背にする三浦美智男さん



(7)広 報ι 夕ろ

職

員

の
長

）

と

よ

ば

れ

る

人

が

、

の
チ

ー

フ

・
オ

フ

ィ

サ

ー

（
局

長

ゼ
ク

テ

ィ
プ

を

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

議

会

議

員

、

首

長

⌒
メ

イ

ヤ

ー

）

と

も

専

門

職

で

は

な

く

、

名

誉

職

の
色

彩

が
濃

く

、

首

長

は

議

会

議

議

会

も

通

常

は
夜

間

に
開

会

さ

払
う

こ

と

に
抵

抗

感

は

な

い
と

い

い
て

は

大

変

厳

し

く

、

議

会

の
傍

イ

プ

ス

ウ

イ

ツ
チ

市

に

つ

い

て

業

基

盤

を

軸

に
経

済

構

造

の
再

編

成

へ
向

け

、

積

極

的

な

取

組

み

が

ス
ウ

イ

ッ
チ

市

の
概

要

説

明

を

聴

域

振

興

は

、

サ

フ

オ

ー

ク

州

に

よ

こ

の
政

策

は

二

種

類

あ

り

、

既

存

建

物

の
積

極

的

な

利

用

を

図

り

余

剰

建

物

の

レ

ジ

ャ
ー

施

設

化

、

す

る
場

合

と

、

も

う

一
つ
は
商

工

業

、

レ

ジ

ャ
ー

施

設

、

ベ

ン

ン
ョ

リ

、

市

の
商

工

会

議

所

も

こ

の

プ

こ

の

た

め

、

商

店

街

の
活

性

化

Ｔ

（
空

室

、

貸

室

）

と

い
う

看

板

人

エ

ス
キ

ー
場

や

オ

ー

ウ

エ

ル
川

ロ
ン
ド
ン
塔
を
バ
ッ
ク
に
記
念

撮
影
す
る
古
川
徹
さ
ん

（左
か
ら
二
人
目
）

ま

た

六

百

年

前

に
建

築

さ

れ

た

と

い
う

建

物

が

現

在

も

書

店

と

し

は

、

外

見

は
古

い
建

物

の
よ

う

に

私

た

ち

の
村

で

も

中

世

の
街

並



広報ι,ろ (8)

払
夕
鰍
久
の
み
颯國
ω

＞
　

　

　

止
７

二

移

紹

鹿
季
の
子
孫

し
た
。
成
季
の
法
名
を
博
仲
仁

公
と
い
い
ま
す
。
成
季
の
子
憔

本
家
筋
を
継
い
だ
政
季
を
蝦
夷

地

（北
海
道
）
か
ら
秋
田
に
招

聘
し
た
お
方
で
す
。
寛
正
三
痺

（
一
四
六
二
）
八
月
五
日
に
亡

く
な
り
ま
し
た
。
法
名
安
興
陸

日
卒
、
法
名
祥
山
吉
公
。
昭
季

五

一
四
）
七
月
二
十

一
日
卒
、

季

、

天

文

二

年

（
一
五

三

二

）

九

月

七

日
卒

、

法

名

用

堂

オ

公
。

と

、

宣

季

の
子

定

季

、

天

文

二

十

年

（
一
五

五

一
）
九

月

十

三

日
卒

、

法

名

が

空

欄

に
な

っ
て

四

四

）

六

月

二

十

九

日
卒

、

父

元

祖

鹿

季

九

代

め
碓
凱
」鮮

ぃ
ゎ

れ

る
一ぉ
方

で

、

左

衛

門

督

に

任

城

主

と

し

て
有

名

で
す

。

琺

格

も

そ

れ

に

ふ

さ

わ

し

く

、

鉄

船

曖

無

戯

漏

解

融

二

と

称

し

ま

す

。

り

し

ま

せ

ん
。

「
安

倍

姓

秋

田

年

七

日

本

山

塔

九

輪

麟

領

王
安

倍

尭

季

（
傍

註

、

左

衛

門

督

・

秋

田

城

介

）

」

「
大

水
五

年

九

月
廿
九
日
五
社
両
年
跡
領
主
沙

弥
安
倍
洪
廓

（傍
註
、
湊
九
郎

・
左
衛
門
佐

・
庵
主
）
」
と
あ

に
は
嫡
男
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
娘
が
本
家
筋
桧
山
城

（
現
能
代
市
）
の
舜
季
の
奥
方

西
関

（現
深
浦
町
）
か
ら
秋

田
湊
に
進
出
し
た
安
倍
安
藤
氏

筋
と
合
流
し
た
大
略
を
お
話
し

盛

季

の
兄
弟

ん
。

全

く

不

明

で
す

。

次

の
弟

安

東

四
郎

、

潮

潟

道

か

ら

、

現

青

森

市

大

字

後

潟

の

城

主

で
あ

っ
た

も

の

と
思

わ

れ

い
た
安

藤

一
族

で
し

ょ
う

。

尻

ま

す

。

文

安

二

年

二

四

四

五

）

も

十

三

湊

日

の
本

将

軍

康

季

の

の
郷

狼

倉

館

（
現

岩

木

町

新

法

死

し

て

い
ま

す

。

宝

徳

三

年

（
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情
TTさL世 §

役場の電話は62-2111

県内の交通事故概況

ぇ̀
1非 (着ぽ

=空

ヵ勇た人)者

r‖ うちら,電宝毛憲t慌る人

市浦村の人口と世帯数  平成411現在



め

た
捉

え

方

を

し

て

い
る

人

が

少

な

い
と

の
結

果

を

得

ま

し

た
。

男

女

別

で

は

女

性

が
家

事

の
部

分

で

労

働

時

間

が
多

く

、

ま

た

負

担

も

１

）
、

そ

れ

に
対

す

る

不

満

等

は

聞

か

れ

ま

せ

ん

で
し

た
。

ま

た

、

休

罪

悪

感

（
休

養

に
対

し

て

否

定

的

な

意

見

）
を

持

っ
て

い
る

人

が

、

五

・
四

％

い
ま

し

た

が

（
表

２

）

比

較

的

高

齢

（
六

十

歳

以

上

）

の

（
以

下

、

次

号

へ
）

％

躙

一
　

お

誕

生

⌒建保］
颯　セ
一諄
［一

⌒粋　』　勝　岬
一時　睛一

（姉　襴　明一　け
一嘲　薫一

（に　「　佳　「
一詢　紳一

晶
藤
無
唖
弓
酬
）

（囃　畔　却智「
一陣　的一

囲
圏

囲

奈
　
良
　
典
　
昭

（
十
三
）
４．
歳

秋
田
谷
　
蓉
　
子

（相
内
）
５５
歳

善
意
あ
り
が
と
う

圃
園
圏
剛
圏

ｏ
陶
芸
教
室

一
同

生

き

生

き

健

康

県

民

運

動

の

モ
デ

ル
町

村

の
指

定

を

受

け

た

こ

と

を

き

っ
か

け

に

、

健

康

づ

く

り

の
三

本

柱

で
あ

る

栄

養

、

運

動

、

休

養

展

開

し

て
き

ま

し

た
。

平

成

二

年

え

て
、

休

養

を

テ

ー

マ
に

活

動

を

月

に
①

住

民

の
休

養

に

つ

い
て

の

意

識

を

知

る
②

実

際

に

ど

の
く

ら

い
休

養

が

と

ら

れ

て

い
る

の

か

把

握

す

る

目

的

で
住

民

へ
の

ア

ン
ケ

ー

ト

調

査

を

行

い
、

そ

の
結

果

が

の

二
回

に

わ

け

て
報

告

し

ま

す

。

◆

調

査

結

果

①

住

民

の
休

養

に
対

す

る

意

識

に

こ

と

」

と

「
養

う

こ

と

」

の

二

つ

の
内

容

を

含

む

も

の
と

規

定

し

て

民

は

「
休

養

」

を

体

を

休

め

る

こ

と

、

仕

事

か

ら

解

放

さ

れ

る

こ

と

3っ♂R R翼色牌l甜
~ン

(休み)レスト

ES丁

表 1.仕事をしない日は
何をしているか

R=諦 6百

‐か

三

和

脩

人

三

上

晃

平

工

藤

総

士

⌒動　制　」
「
一相柏内

（倒　剌　隷　“
一岬　時

⌒離々
』
】紀“
一鰤　紳

⌒車保曲　聾美秘
一］　「

ぁ
着

〕

　

ご

結

婚

　

　

　

　

　

。

（
五

詢

制

「

な

ノレ ク

ト ノレ
料

蜘

』

一

円

>61く

表 2.休養についての考え(複数回答)(単位 :人 )
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